
生徒の課題：古典文学に親しみを感じられない

Step３
登場人物の
価値観を考える

「キャラクター
分析表」って

おもしろそうだな

主人公の考え方は
自分と似ていると
ころがあって身近
に感じるな

Step１
初読の段階で主人
公の人物像を探る

目指す生徒像：人物像に着目して古典文学に親しみをもてる生徒

話の内容が分
かったら、少
し見え方が変
わってきたぞ

○登場人物を一人の人間として意
識することで、生徒は自分との
共通点や相違点を探し出してい
た。人物像に着目して理解する
ことで、作品に親しみをもつこ
とができた。

○「キャラクター分析表」を段階
的に仕上げていく作業行程が、
生徒自身に自分の学習過程を可
視化させるため、生徒は「授業
で分かったこと」を客観的に知
ることができた。

△「キャラクター分析表」の五つの
項目は、初読の段階において、人
物像を考える上で手助けになるよ
うにと教師が考えたものである。
登場人物の価値観を考える時には
生徒たち自身で項目を考えた方が、
人物像についてより深く考えられ
た。

国語総合において、人物像に着目して古典文学に親しみをもてる生徒の育成
- キャラクター分析表の作成活動を通して -
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「キャラクター
分析表」を段階
的に仕上げてい
く

キャラクター分析表の作成

本文から読み
取ったことを
記入させる

五つの項目に優先
順位を付けて、一
人の人間としての
価値観を探らせる

成果

課題

Step２
現代語訳を行い、
登場人物の言動や
思考に着目する

Step１に訂正がある
場合は見え消しにし、
授業で新たに分かっ
たことを追記させる


